
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3年度 第 1回 学校関係者アンケートの結果について(表面) 令和 3年 8月 31日 
東大和市立第五中学校 

 

【分析】 
 教員と生徒の
意識の差が令和
元年度から+6
ポイント,-1ポイ
ント,+16ポイン
トと広がってい
る。教員が生徒を
適切に見取れて
いるのか課題が
ある。 

 

【分析】 
 生徒は経年で
授業規律の意識
が高まり、学習へ
の意識が高まっ
ている。教員は学
年団による生徒
の実態を適切に
とらえ、継続して
育成する必要が
ある。 

 

【分析】 
 学校から生徒
や保護者へ 4(5)
観点から 3 観点
への移行を説明
したことが、概ね
理解されたと考
える。 

 

【分析】 
 生徒の取組み
が経年で向上し
ている。学校でも
家庭学習記録シ
ートの取組みに
力を入れている
ことが功を奏し
ていると考える。 

 

【分析】 
 いじめ問題や
友人との関りな
どについて、計画
的に授業を実践
してきたことの
成果であると考
える。 

 

【分析】 
 新型コロナウ
ィルス感染症に
よりキャリア教
育が計画通りに
実践できていな
いことが生徒へ
影響していると
考えられる。 

 

【分析】 
 いじめ問題に
ついては各学年
で繰り返し指導
し、未然防止に努
めてきたことが
生徒に理解され
ていると考える。 

 

【分析】 
 年間指導計画
通りに滞りなく
全校指導できて
いる。特に、火災
や地震等による
校舎内からの非
難訓練について
は、生徒へ避難の
大切さが習得で
きている。 

 

【分析】 
 生徒の肯定的
な回答割合を
50%とすること
を目指している
中、目標値に近づ
いている。今後と
もスクール･カウ
ンセラーへの相
談体制を整えて
いく。 

 

【分析】 
 挨拶の奨励を
教員が率先して
実践しているが、
保護者からの肯
定的な回答が低
下しているので、
要因を精査して
いく。 

 

【分析】 
 経年で安定し
ている。学校では
時間を守ること
は厳しくも丁寧
に指導している
ので、今後も継続
する。 

【グラフの見方】 
●単位 
 百分率(％) 

●グラフ上部の数値ラベル 
 肯定的な回答(A層とB層)の合計値 
 A層：「とてもそう思う」 
 B層：「どちらかといえばそう思う」 
 C層：「どちらかといえばそう思わない」 
 D層：「そう思わない」 
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令和 3年度 第 1回 学校関係者アンケートの結果について(裏面) 令和 3年８月 31日 
東大和市立第五中学校 

 

【分析】 
 公共物の破損
はないので今後
も指導を継続す
る。但し、創立 40
周年を迎え、施設
や教育機器の老
朽化が散見され
るので、事故が発
生しないよう生
徒へ注意喚起す
る。  

【分析】 
 生徒は委員会
活動や学校行事、
係活動に主体的
に取組めている。 

 

【分析】 
 ピカピカウィ
ークや清掃ボラ
ンティアの活動
を通して、学習環
境をきれいに保
つ意識が醸成さ
れていると考え
る。 

 

【分析】 
 新型コロナウ
ィルス感染症の
感染防止対策と
して、保護者へ保
護者会や学校行
事への参加の自
粛を依頼してい
ることが影響し
ている。 

 

【分析】 
 例年と同等に
なったので、電子
メールによる配
信等を今後とも
継続していく。 


